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600 mJ/cm2で UVBを照射後、Annexin Vおよび PI染色によるフローサイトメトリーでアポトーシス
割合の定量を試みている。さらに、p62(+/+)及び siRNAを用いたノックダウン HaCAT細胞でも同様
の方法でアポトーシス割合を定量している。 
次に UVB照射後の p62(+/+)及び p62(-/-)MEFでの Bcl-2,、Bcl-xL、Baxの発現を、ウェスタンブ
ロット法で調べている。さらに UVB 照射前の p62(+/+)及び p62(-/-)MEFの Bcl-2、Bcl-xL、Bax、
さらに、ATM、PUMA、NOXA、Survivinの mRNA発現を RT-PCR法で定量している。 
 一方、先行研究において p62(-/-)マウスで STAT3のシグナルの異常が報告されていることから、
p62(+/+)及び p62(-/-)MEFに UVB照射後、Srcおよび STAT3のリン酸化をウェスタンブロット法で





いる。また表皮細胞である HaCAT細胞において siRNAを用いて p62をノックダウンし、同様に UVB
照射後のアポトーシス割合が減少することも確認している。 
 次に著者は、UVB 照射後の p62(+/+)及び p62(-/-)MEF で Bcl-2 および Bax の発現量を検討し、
p62(-/-)MEF で有意に Bcl-2 の発現量が増加する一方、Bax の発現量は有意に減少することを明ら
かにしている。そこで著者は、照射前の Bcl-2 および Bcl-xL の発現量を RT-PCR で定量し、
p62(-/-)MEFでは照射前の状態ですでに Bcl-2および Bcl-xLともに p62(+/+)MEFより増加している
ことを明らかにしている。 
著者はさらに、p62(-/-)MEFでは、p62(+/+)MEFと比較し、定常状態で Src、STAT3のリン酸化反























平成 29年 1月 24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
